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研究成果の概要（和文）： 

本研究の目的は、母親の対人的楽観性の変容が幼児の対人行動の改善に及ぼす効果について

検討することであった。幼稚園および保育所の園児とその母親を主たる対象に研究を行った結

果、母親の対人的楽観性と幼児の対人行動との間には正の相関があり、母親の対人的楽観性は

幼児の対人行動に正の影響を及ぼしていることが明らかになった。さらに、母親の対人的楽観

性の変容は幼児の対人行動の改善に一定の効果を及ぼすことが示唆された。 

 
 
研究成果の概要（英文）： 

The objective of this study was to examine the influence of the transformation 

of a mother`s optimistic attributional style on the improvement of the 

interpersonal behavior of her children. This study was conducted involving 

preschool children attending nursery/kindergarten and their mothers. The results 

indicate that there is a positive correlation between a mother`s optimistic 

attributional style and the interpersonal behavior of her children, and that the 

former has a positive influence on the latter. Furthermore, it was suggested that 

the transformation of a mother`s optimistic attributional style has some 

influence on the improvement of the interpersonal behavior of her children. 
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１．研究開始当初の背景 

本研究で取り上げる楽観性という概念に

ついては、Abramson, Seligman, & Teasdale

（1978）が、無力感の予防策として楽観的な

期待の必要性を論じたことに端を発し、その

負の側面も含め数々の実証的な研究がなさ

れ て き た （ Affleck, Allen, McGrade,& 

McQueeney, 1982；Manly, McMahon, Bradley, 

& Davidson, 1992；増田，1994；坂野・戸ヶ

崎，1993；Seligman, 1991；藤南・園田・詫

摩，1993；戸ヶ崎・坂野，1993 など）。「心理

学は人間のより積極的な側面に注目すべき

である」と Seligman が提唱したことで知ら

れる「ポジティブ心理学」においても、楽観

性は重要な概念となっている（小玉，2002 な

ど）。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は、母親の対人的楽観性の変

容が幼児の対人行動の改善に及ぼす効果に

ついて検討することであった。 

 

３．研究の方法 

(１) 母親の対人的楽観性と子どもの対人行

動との関連について明らかにすることを目

的とし、幼稚園・保育園 3園の園児とその母

親 117 名を対象とし、調査を実施した。調査

にあたっては、親の対人的楽観性だけではな

く、親の養育態度をも同時に取り上げ、各々

が子どもの対人行動とどの程度関連をもつ

のか、相対的な重要度を検討した。 

具体的には、幼稚園の園児の母親を対象に

質問紙調査を実施した。また園児の担任教諭

を対象に、それぞれの園児について質問紙調

査を実施した。さらに、並行して園児を対象

とした自然観察を行った。 

 (２) (１)で行った研究の対象者から、性

別、月齢、対人行動の発達程度などはほぼ同

様な、母親の対人的楽観性が高い幼児の群と

低い幼児の群とを抽出した。各群の幼児の対

人行動の発達プロセスを、ビデオ録画および

自然観察の分析などによって比較し、母親の

対人的楽観性が幼児の対人行動に及ぼす影

響について検討を行った。 

さらに、対象児の母親に対する個別面接も

継続して実施した。 

 

４．研究成果 

子どもの対人行動と母親の対人的楽観性

との間には正の相関があり、子どもの対人行

動は、母親の養育態度よりも母親の対人的楽

観性との関連が高いことが明らかになった。 

また、母親の対人的楽観性は幼児の対人行

動に正の影響を及ぼしていることが明らか

になった。 

さらに、母親の対人的楽観性の変容は幼児

の対人行動の改善に一定の効果を及ぼすこ

とが示唆された。 

なお、本研究で得られた一連の研究成果に

ついては、「平成 20 年度日本カウンセリング

学会記念賞―独創研究内山喜久雄記念賞」を

受賞するなど、学会で高い評価を得ることが



できた。 

また、幼児の対人行動を改善するうえで、

予防的・開発的援助が肝要であることが示唆

されたことから、今後は「母親の対人的楽観

性の変容が幼児の対人的問題行動の予防に

及ぼす効果」について検討を行うことが必要

であると考えられる。 
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